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研究成果の概要（和文）：本研究では、英語教育や海外留学を通じたグローバル人材育成に関する日本政府の教
育政策が、学習者の認知的スキル（知識・思考力）や非認知的特性（主体性・忍耐力）、就労成果に与える影響
を検討し、査読付き論文を2本発表した。1本目は、EMI（英語による専門教育）の学習成果に関する理論的枠組
を提示し、大学の国際化戦略への応用可能性を論じた。2本目は、韓国における幼児期の英語教育を対象に、全
国調査と保護者インタビューに基づき、家庭環境が子どもの英語力や学習意欲に与える影響を実証的に明らかに
した。これらの成果は、日本を含む他の類似のEFL(英語を外国語として学ぶ)環境にとっても有益な示唆を提供
するものである。

研究成果の概要（英文）：This study examined how Japan’s education policies aimed at developing 
global human resources&#8212;through English education and study abroad programs&#8212;affect 
learners’ cognitive skills (such as knowledge and critical thinking), non-cognitive traits (such as
 autonomy and perseverance), and employment outcomes. As part of this research, two peer-reviewed 
articles were published. The first proposed a theoretical framework for evaluating the learning 
outcomes of English-Medium Instruction (EMI) and discussed its potential application to university 
internationalization strategies. The second focused on early childhood English education in South 
Korea and, based on nationwide surveys and parent interviews, empirically revealed how family 
environments influence children's English proficiency and motivation to learn. These findings 
provide valuable insights for education policy and practice in Japan, as well as in other similar 
EFL (English as a Foreign Language) contexts.

研究分野：労働・行動経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、高等教育における英語による授業（EMI）の学習成果に関する理論的枠組を提示し、今後の日本政
府によるグローバル人材育成政策やカリキュラム設計への応用可能性を示した。また、幼児期の英語教育に関す
る実証分析では、家庭の社会経済的背景や保護者の就労形態が教育介入に与える影響を明らかにし、言語教育に
おける格差是正に向けた政策的示唆を提供した。いずれの研究も、応用言語学と経済学の学際的視点から実施さ
れ、言語教育の効果と公平性の両面において、グローバル人材育成政策に貢献する意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、英語教育の強化や海外留学の推進を通じた日本政府のグローバル人材育成

政策の効果を検証することを目的とした。その際、知識・技能・思考力といった認知的

能力に加え、主体性や勤勉性、協調性といった非認知的能力が、個人の学習成果や将来

の労働市場における成果にどのような影響を与えるのかに着目した。具体的には、高等

教育における英語による教育（EMI）と、幼児期の英語教育における家庭環境の役割と

いう二つの領域を中心に、非認知能力を含む英語教育の成果とその公平性について検討

することを目的とした。 

研究開始当初の背景としては、近年、日本を含む EFL（英語を外国語として学ぶ）諸

国において、大学における英語による授業や学位プログラムなど、EMI（English-Medium 

Instruction）の導入が進められていたものの、その教育的効果や、受講者の社会的・

経済的背景によって学習成果にどのような違いが生じるのかについては、実証的な裏付

けがなお限定的であるという認識があった。また、英語教育の強化が他の学習機会を圧

迫する可能性や、英語による授業が学習者の理解度に及ぼす影響といった政策的な懸念

も指摘されていた。 

こうした背景を踏まえ、本研究では、国際化教育がどのような教育介入（EMI や海外

留学等）を通じて、どのように人的資本の形成につながり、それが最終的に個人の労働

市場成果にどのような影響を及ぼすのかを、認知能力および非認知能力に着目して実証

的に明らかにすることを目指した。特に、非認知能力は認知能力と異なり、成人期以降

も改善の可能性があるとされており、教育政策としての介入余地が大きい点に注目した。

韓国のような EFL環境においては、社会の中で自然に英語に接する機会が限られている

ことや、保護者自身の実用的な英語スキルに限界があることから、教育機関外や家庭内

での自然な英語習得の実現は長らく困難であるとされてきた。しかし、技術の進展やオ

ンライン上での情報交換の容易化により、韓国では過去 20 年間にわたり、家庭内での

英語習得を目的とした多様な試行錯誤が積み重ねられてきた。こうした実践的な知見を

踏まえ、日本においても社会的文脈を考慮しながら、家庭による英語習得のための支援

が教育の公平性という観点からどのように応用可能かを検討することは、実証的にも政

策的にも意義深いと考え、本研究に着手するに至った。 

とくに、本研究では、高等教育機関における EMIと、幼児期における英語教育介入が

人的資本の形成に与える影響について、高等教育および初等教育の国際化という文脈か

ら論じ、経済学の概念や手法を応用言語学と融合させた学際的アプローチを採用してい

た点に独自性がある。将来的には、教育効果の個人差を引き起こす背景要因（学力、家

庭環境、社会階層など）を明確化し、より公平かつ効果的な英語教育政策の立案に貢献

することが期待されていた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、（1）高等教育機関における英語による授業（EMI）の学習成果を理論的に整

理し、カリキュラム設計や政策設計への貢献可能性を示すこと、（2）幼児期における英

語教育介入が、家庭環境や保護者の就労形態を通じて学習成果や教育格差に与える影響

を実証的に分析することを目的とした。応用言語学と経済学を融合した学際的視点から、



英語教育の効果と公平性を両立させる政策的基盤の提供を目指した。 

 

３．研究の方法 

本研究では、高等教育と初等教育の英語教育を対象に、理論的枠組みの構築と実証的

分析の両面から多角的にアプローチした。具体的には、以下の 3つの方法により研究を

進めた。第一に、高等教育における英語による授業（EMI）の学習成果について、先行

研究を整理したうえで理論的枠組みを構築し、カリキュラム設計や教育政策への応用可

能性を検討した。とくに、EMIが人的資本の形成に与える影響を、高等教育の国際化と

いう文脈から論じている点に加え、経済学の概念を取り入れた学際的アプローチを採用

していることが、本研究の大きな特徴である。 

第二に、韓国における幼児期の英語教育に関する実証分析を行った。全国規模のオン

ライン調査（小学校 1年生の母親 1,020名）と保護者インタビューに基づき、家庭の社

会経済的背景、保護者の就労形態、子どもの性格特性などを考慮し、家庭内での自然な

英語接触（絵本の読み聞かせ、英語のメディア視聴、遊びなど）が、子どもの英語力や

学習意欲に与える影響を分析した。この研究では、家庭内英語教育が親の英語力や所得

に依存せず、幅広い層で展開されている実態を明らかにし、教育格差是正に向けた政策

的示唆を得た。自然な英語に接する機会に限りがある韓国のような EFL環境で得られた

実証分析の結果は、日本を含む他の類似の EFL環境にとっても有意義な示唆を与えると

考えられる。第三に、研究ノートとして明治学院大学国際学部の事例を取り上げ、英語

による学位プログラム（ETP）と大学入試制度との関係を検討した。本分析では、学生

調査データに基づき、一般選抜と推薦・AO入試で入学した学生を比較し、学習成果や学

びのスタイルに見られる差異を明らかにした。 

これら 3 本の論文では、それぞれのテーマに応じて理論と実証を組み合わせながら、

高等教育、初等教育、制度設計といった多層的な視点から、英語習得のための授業や英

語による授業の教育効果、そしてそれに伴う教育の公平性について検証するために、研

究の進め方にも工夫を加えた。 

 

４．研究成果 

本研究では、2本の査読付き論文を国際学術誌に発表し、1本の査読付き研究ノートを

紀要論文として公表した。1本目では、高等教育における英語による授業（EMI）の学習

成果について理論的な枠組みを示し、今後の大学教育の国際化やカリキュラムづくりへ

の活用の可能性を探った。2本目では、韓国における幼児期の英語教育を対象に、家庭

環境が子どもの学びにどう影響するのかを明らかにし、家庭内の教育介入の効果と教育

格差の縮小に向けた具体的な政策の手がかりを提示した。研究ノートとしては明治学院

大学国際学部の事例を通じて、英語による学位プログラム（ETP）と大学入試制度との

関係を検討した。この研究では、ETPの実施により、一般選抜型の入試と推薦・AO入試

型の間で学生の学業達成度や学びのスタイルに違いがみられることを示し、今後の大学

の国際化戦略や入試制度設計に対しても実証的知見を提供している。 

これらの研究成果をもとに、今後は日本の文脈における類似の家庭内英語教育の実態

や可能性を検討する比較研究を進める。特に、母語教育とのバランスや、共働き世帯に

おける支援策、自治体や学校との連携モデルの設計が重要な課題となる。また、高等教

育における EMIの拡大についても、学力や動機づけへの影響を学部別・学生層別に検討



し、日本における国際化教育のあり方をより実証的に再考する必要がある。これらの成

果は、高等教育における英語による教育の効果や、幼少期の英語教育の重要性とその影

響、さらに教育格差の是正を踏まえた公平な教育政策のあり方を考えるうえで、学術的

にも社会的にも意義のあるものと考える。 
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